
プレゼンテーション表紙サンプル （スライドサイズ 4：3 25.4 x 19.05cm）

GIGAスクール構想のもとでの理科の指導について



（１）ＩＣＴを活用する際に求められる観点

・理科の学習においては、自然の事物・現象に直接触れ、観察、実験を行い、課題の把握、情報の収集、処理、一般
化などを通して科学的に探究する力や態度を育て、理科で育成を目指す資質・能力を養うことが大切である。

・観察、実験などの指導に当たっては、直接体験が基本であるが、指導内容に応じて、適宜コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどを適切に活用することによって、児童生徒の学習の場を広げたり、学習の質を高めたりすることができる。

GIGAスクール構想のもとでの理科の指導において
ICTを活用する際のポイント

「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習の一層の充実を図るための有用な道具とし
てＩＣＴを位置付け、活用する場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果的に活用す
ることが重要。

（２）理科の特質に応じたＩＣＴ活用
例えば・・・
・観察、実験のデータ処理やグラフ作成 → 規則性や類似性を見いだす
・カメラとICT端末の組合せ → 観察、実験の結果の分析や総合的な考察を裏付ける
・センサを用いた計測 → 通常では計測しにくい量や変化を数値化・視覚化して捉える
・シミュレーション → 観測しにくい現象を分析したり、検証したりする
・情報の検索 → 探究の過程や問題解決の過程で必要となる情報を取得する
・クラウド上で共有 → 各班の実験結果を比較したり、児童生徒がそれぞれが行った考察を交

流したりする



理科においては、課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の過程を通じた学習活動を行
い、それぞれの過程において、資質・能力が育成されるよう指導の改善を図っていくことが必要である。

GIGAスクール構想のもとでの理科の指導において
ICTを活用する際のポイント



GIGAスクール構想のもとでの理科の指導において
ICTを活用する際のポイント

自然事象に対する気付き

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

表現・伝達

見通し

振り返り

中学校・高校の学習過程例
（探究の過程）

課題の設定

小学校の学習過程例
（問題解決の過程）

「探究の過程」も「問題解決の過程」も基本的には同じ流れである。

自然事象への気付き

問題の設定

予想や仮説の設定

検証計画の立案

観察、実験

結果の処理

考察

結論の導出



小学校・第３学年・理科 「物と重さ」①

粘土の形を変える度にICT端末で撮影し、重さと共に記録したり、学級内で
共有したりながら、粘土の形と重さの変化を捉える。

ICT活用のポイント

本事例は、子供たちが、前時で粘土を分けたり丸めたりしながら重さの変化を体感
的に調べて見いだした「粘土の形を変えると、重さは変わるのだろうか」という問題に対
して、班ごとに、粘土の形を変えながら重さを測定していくという活動を行い、解決を図
るものである。
これまでの実践では、粘土の形をどのように変えたのかを、絵を描いて記録することが
多かったが、本事例では、記録にICT端末の写真撮影機能を活用し、実際に粘土の
形を変えたり、重さを測ったりする活動に意識が集中するよう試みた。
さらに、班ごとの結果をクラウド上で共有したことで、子供たちは、自分の班の結果の
みならず、他の班の結果を踏まえて、問題解決の活動を行うことができた。

事例の概要

物の形や体積に着目して、重さを比較しながら、物の性質を調べる活動を通
して、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付け
るとともに、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす力や主体的に問
題解決しようとする態度を育成する。

育成を目指す資質・能力



小学校・第３学年・理科 「物と重さ」②

• 粘土の形を変える度に、その形を写真撮影し、その時の粘
土の重さを記録。

• あらかじめ教師が作成しておいたワークシートに、班ごとに、撮
影した写真をはめ込み、併せてその時の粘土の重さも記入。

• 各班の結果は、クラウド上で共有し、学級全体が閲覧できる
ようにする。

【粘土の形を変えたときの重さを撮影】●
【ICT活用の場面と工夫】

【ICT活用で期待される効果】
• ノートなどに絵に描いて記録する場合、描くことに意識が向
いてしまう子供もいるが、写真として記録することで、形やそ
の時の重さの変化に意識を集中させやすくなる。

• 絵でなく、写真で記録することで、粘土の量に変化がない
ことを意識させやすくなる。

• 自分の班の実験結果だけではなく、他の班の結果も確認
して、「どの班でもそうなっているのか」という再現性の条件を
検討することが容易になる。

【活用したソフトや機能】 写真撮影機能、プレゼンテーションソフト

【実験結果を全員で共有】●

• 教師が作成したワークシートに写真を取り込む



小学校・第５学年・理科 「流れる水の働きと土地の変化」①

繰り返し行うことが難しいモデル実験を行う際、ICT端末の動画撮影機能を
使って、水の働きと土地の変化の様子を録画することで、必要に応じ、実験
結果を確認しながら考察を行う。

ICT活用のポイント

本事例では、「大雨のとき、実際の川沿いの土地の様子はどのように変化するのだろ
うか」という問題に対して、前時までに学習を通して獲得した「流れる水の働き」に関す
る知識を、実際の川が増水したときの土地の様子の変化に当てはめて予想し、モデル
実験を構想している。
そして、モデル実験を行う際、ICT端末の動画撮影機能を使って、土地の変化の様
子など、実験の結果を動画で撮影することとした。
また、考察する際、クラウド上で共有した動画を各自で確認しながら、自分なりの考
えをまとめるようにするなど、必要に応じ、実験の結果に立ち返りながら、問題解決を
行うことができるようにした。

事例の概要

流れる水の速さや量に着目して、それらの条件を制御しながら、流れる水の
働きと土地の変化を調べる活動を通して、それらについての理解を図り、観察、
実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に予想や仮説を基に、解決
の方法を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

育成を目指す資質・能力



小学校・第５学年・理科 「流れる水の働きと土地の変化」②

• モデル実験に際し、ICT端末の動画撮影機能を使って、
土地の変化の様子を録画する。他の班の実験結果も見る
ことができるよう、録画した動画はクラウド上で共有する。

• 必要に応じ、自分の班や他の班の実験結果を映像で確
認し直しながら、各班で考察を行う。

• 各班での考察の後、自分の考えをまとめる際にも、友達の
発言から気付いたことがあれば、映像で改めて確認するよ
う促す。

【ICT端末の動画撮影機能を使って記録】● 【ICT活用の場面と工夫】

【ICT活用で期待される効果】

【記録を基に、各班で考察】●

• 何度も実験を行うことが難しい場合でも、実験の結果を記
録に残すことで、見落としたところを確認し合いながら考察
を行うことができる。

• 自分の班の実験結果だけではなく、他の班の結果と比較
して、再現性の条件を踏まえて考察を深めることができる。

• 子供が考察を発表する際、その考察の拠り所となる結果
を示しながら行うことができる。

【活用したソフトや機能】動画撮影機能、学習支援ソフト

【記録を基に、自分の考えをまとめる】●



小学校・第4学年・理科・季節と生物①

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

≪前時の【観察】場面≫
・それぞれの児童が「自分の木」の周囲の生き物について観察を行い、ICT端末で
写真を撮影した。（本時では その写真を共有するところから始める）

≪【結果の整理】の場面≫
・学習支援ソフトを使い、それぞれの児童が撮影した写真を共有。
・ICT端末上で、予想を基に、結果として使えそうな写真を分類・整理する。

≪【考察】の場面≫
・結果の見通しと比べながら写真（結果）を分析し、言えることをノートに書く。

≪【振り返り】の場面≫
・児童が、書き終わった考察や感想をICT端末で撮影し、学習支援ソフトを使って
教師に提出する。

神戸市提供

【問題】と、前時の【予想】を確認する。

これまでと比べて、生き物の様子は
どのようになっているのだろうか

【結果の整理】 予想を基に、前時に撮
影した生き物の写真を整理する。

【考察】 結果の見通しと比べながら、
整理した写真（結果）を多面的に見て、
問題について考察する。

【結論・振り返り】 結論を導きだした上
で、感想や新たな疑問を交流する。

動物を探したり植物を育てたりしながら、動物の活動や植物の成長の様子と季節の変化に着目して、それらを関係付けて、身
近な動物の活動や植物の成長と環境との関わりを調べることを通して、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する
技能を身に付けるとともに、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力や生物を愛護する態
度、主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

・ICT端末を使って観察結果を写真として記録。学習支援ソフトで、予想と比較しながら、結果（写真）を整理する。
・自分だけでなく、友達が撮影したより多くの結果（写真）を基に考察することで、より多面的・客観的な考察が可能になる。



小学校・第4学年・理科・季節と生物②
• 目的と見通しをしっかりもたせることで、「主体的」な活動になる。

→ そのために、「結果の見通し」が重要！

• 「目的」を意識できていれば、何を撮影すべきかが明確になる！

【結果(写真)を整理し考察する】

【予想を確かめるために観察し撮影する】

【活用したソフトや機能】 写真撮影機能・学習支援ソフト

【ノートの記述を撮影して提出する】

僕は冬には葉が落ちると予想した。
それが合っているなら、全ての木で
葉が無くなっているはずだ！

私は、生き物は冬の前に死んでし
まうと思う。だから生き物はどこに
も見られないはずだよ。

葉が無くなっていることを
みんなに知らせるために、
木全体の写真を撮ろう・・・。

春夏秋の写真と冬とを比べ
て見せて、生き物がいない
ことを知らせよう・・・。

• バラバラの結果（写真）からは考察しにくい！
→ 「結果の見通し」と対応させて整理できるようにアドバイス。

• 納得できる結果が得られなければ、もう一度観察することも必要

木の全体が写っている写真
だけを集めてみようよ！

本当に変化しているか、春夏秋冬の
写真を並べてみよう！

サクラ以外の木にも、芽ができているのかな。
この写真だけでは分からないから、もう一度見に行こうよ。

• ノートの記述を撮影し、学習支援ソフトを使って提出させることで、ポイント
を絞って児童の記録を比較できる。 → 評価がしやすくなる！


